
ＡＮＡによるリスト
【上場銘柄 推定値上がりランキング】



ＡＮＡによるリストとは

 東証等上場銘柄について、数日後に値上がりする傾向が強い

銘柄を示したリストです（以降「ＡＮＡリスト」と記述）

 過去数年分の全取引データをＡＮＡ手法（後述）によって

パターン分析処理し、値上り可能性順に番号をふっています

（以降この順位を「ＡＮＡランク」と記述）

➤ＡＮＡ： Adaptive Neural-network Analysis
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ＡＮＡリストの用途

 上場株式への投資先を決定するときの目安にしてください

 保有銘柄の売却タイミング判断の参考にもなります

 ポートフォリオを組み立てる際に色々な特性の銘柄を選択するのに

役立ちます（但し短期的動き）

 上がり狙い（値上がり傾向が強い銘柄）、下がり狙い（値上がり

傾向が弱い銘柄）双方に使用できます

➤あくまでも参考情報として使用してください
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ＡＮＡリストの構成について

 ２カラムから構成されたエクセル表であり、

 Aカラムに銘柄コード、BカラムにＡＮＡランク

（１～）が格納されています

 ＡＮＡランクが１の銘柄が最も値上がり傾向

が強く、２がその次、と続いています

 ＡＮＡランク順の銘柄リストに並び替えるには

Ｂカラム（昇順）でソートしてください
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実際の実力例

 2017年6月2日までのデータを使用してＡＮＡリストを作成し、

 同リストに6月5日週の値動きを追加しグラフ化しました（P6図1）

 グラフの見方は、横軸がＡＮＡランクであり、左方が１、右方に

向かって大きくなります

 縦軸は実際の値動きであり、１が変化なし、上方に向かって値上がり

下方が値下がりです

 グラフ上の白線が、リストが理想的である場合の例を示しています
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実際の実力例（続き）

 ここまでは図のように、個別の銘柄毎に分かり辛い結果ですが

以下のように再作成します

 銘柄のＡＮＡリストを、50位ごとに分け、それぞれの50銘柄毎の

値動きの平均を算出し、この50位毎の平均値動きを縦方向に

ＡＮＡランクを横方向にして再グラフ化します（P6図2）

 50銘柄毎の平均で見てみると、理想に近いグラフになります
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実際の実力例（グラフ）

2017年6月2日までのデータを使用して作成したＡＮＡリストの実力例

左右方向 ＡＮＡランク（左方：１位 → 右方：3300位）

上下方向 6月5日～6月9日の最高値と6月2日終値の比率
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（図1）ＡＮＡランク毎の各銘柄の値動き （図2）ＡＮＡランク50銘柄毎の平均の値動き



実際の実力のまとめ

 このグラフから以下が読み取れます

個々の銘柄ごとは理想的ではないが、

50銘柄程度の平均化をすれば、理想に近い

 この50銘柄の集まりをポートフォリオとしてみれば、ＡＮＡランク上位

と下位では実際の値動きに大きな差異があったことがわかります

 ＡＮＡランクが上位の銘柄を複数選択して投資すれば、効率よく

価値上昇が期待されると言えます
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ＡＮＡリスト作成の背景

 株価の決定では多種な要素が少しづつ影響して決断が行われており

それは単純な数式ではなく、複雑なパターンであると考えられています

 ＡＮＡリストの処理においては、このパターンを多量のデータをＡＮＡ

手法にて分析することで発見し、未来の値動きを推定しています

 銘柄の値動きや出来高データだけでなく、外国為替データや海外

株式市場の平均価格データ、銘柄間の関係情報、さらに投資家

（売り側、買い側）の心理（売買の決断要素）に影響を与えうる

指標も使用しています
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ＡＮＡリストの作成手順

 まず、実際の株の値動き、日経平均や円ドルレートのような過去の

経済指標などをデータベースに格納します

 次に、取引のあった全ての日の全銘柄毎に、各取引日までのx日分の

値動きや経済指標の動き、その他事項の推移等を関連付設定します

 さらに、各取引日のy日後の値動きを関連付設定します。これで全銘

柄の各取引日時点での過去と未来のデータの関連付けが出来ました

x日 y日x日 y日

x日 y日
x日 y日

現在過去

x日 y日

各取引日の各銘柄

x,y や使用データの
詳細は作成上のノウ
ハウのため非公開

データベース内のデータ

関連付
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ＡＮＡリストの作成手順（続き）

 過去と未来の関連付けが成された全てのデータについて専用ソフトウェア

にて分析処理（総浚い等）し、それらのデータ間に内在する関係を

数百種類のパターンとして発見・記録します。これらのパターンは非常に

複雑な条件式のような形式（ニューラル・ネットワーク型）で表現されます

 次にこの結果と、現時点までの株価や関連データの動きを比較分析し

値上がりパターンとの類似・共通性が高い順に全銘柄に点数をふります

 この点数順位が現時点におけるＡＮＡランクとなります。ＡＮＡランク

の上位銘柄は数日以内に価格が上がり、下位銘柄はあまり上がらない

又は下がる、と推定できます
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使用データについて

 ここで、使用するデータ数を一部ご紹介します

 ある1日における国内上場銘柄（約3200）の過去500日

（約２年間)分のデータは3200×500＝160万個あります

 この1日分のデータを過去500日遡って集めると、160万×500

＝8億個になります。これが過去の値動きパターンを見つけ出す

のに必要なデータ数です

 このデータ数は、あくまでも銘柄価格情報のみ使用の場合ですの

で、実際は様々な関連データも用いる為、この数十倍以上の

データ数となります
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 この膨大な量のデータを専用ソフトウェアにて約12時間処理しています

➤ＡＮＡリスト開発を始めた当初（約10年前）は、処理に70時間以上かかり

土日を潰しても月曜日の取引開始時刻までに計算が終わらないという状態でした

 従来、これだけ多量のデータを使用している同様な分析は殆どありません。

更に、試行錯誤を重ねた結果見つけ出した、投資家の心理的パラメータ

の使用も大きく貢献しています

 ANA手法では、過去の動きをそのままパターン化して諸要素との関係

を見つけ出すので、従来のような単純な統計処理による数式や、移動

平均値を基にしただけの雲のようなイメージと比べ、精度・信頼性が

大きく高まっていると考えられます

分析処理時間など
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 ＡＮＡ手法は多量データ内に存在する関係をパターンとして認識

（識別）し、そのパターンを活用・利用する手法です

 ＡＮＡリスト作成におけるパターンとは、ある取引日における過去の

色々な情報と、その数日後の値動きの関係・繋がりのことです

 パターンはニューラル・ネットワーク形式で処理されます

 ＡＮＡ手法ではパターン表現で関係・繋がりを取り扱っているため

「○○が起きたので△△となる」とか、「◇◇が数日続いたので□□

になる」というような平坦な関係を導き出す手法ではありません

ＡＮＡ手法・まとめ
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 投資の際に上場株式を選択する場面

‣ トレンドではなく数日先の動きを予想・推定

‣ 特定の銘柄だけでなく全銘柄に適用

 売買のタイミングの決定する場面

‣ 数日先の動きを算出するので短期的な売買判断に使用可能

‣ 過去の株価の動きだけでなく、外貨レート等の経済指標も利用

‣ 全ての銘柄について横断的な指標を算出するので比較が可能

 ポートフォリオを作成する場面

‣ 動き易さそのものとしてもＡＮＡランクを使用可能

‣ 個々の銘柄についての予測数値を全銘柄について算出

参考：ＡＮＡリスト・活用上の特徴
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